
漁業無線のデジタル化通信による安全情報伝達システムの開発 

漁業無線安全等高度活用技術開発事業（平成21～23年度） 

１ 技術開発の目的 

２ 開発技術の概要 

実施主体：古野電気株式会社、（社）海洋水産システム協会 

漁船と陸上間の安全情報伝達システムを開発 

漁業無線局 → 漁船 

データ通信 

火災・落水等の 

緊急通報等 

津波警報発令等 

漁業 

無線局 

漁船 

従来の無線機（音声通信のみ）に、 

データ通信、緊急通報、文字放送機能、画像伝送機能を追加

し、陸船間での双方向データ通信が可能 

緊急時にデジタル緊急通報を漁業無線局・船舶局へ一斉送信 

文字情報の表示・読み上げ 

漁船 → 漁業無線局 

漁船の安全性向上を図るため、 

既存の漁業無線を活用したデジタル通信技術による 

３ 開発技術の成果・普及 

事故など船舶上で緊急事態が発生 緊急キーを押し緊急通報を発信 

船名・緯度経度を含む緊急情報が 
漁業無線局や周囲の船舶へ送信 

緊急情報をもとに、周囲の船舶や
海上保安庁への支援要請がより
迅速に 

強い地震など、災害が発生 

緊急アラームと共に、文字情報で
災害の情報を取得 

津波情報などの情報を船舶へ送信 

正確な情報を即座に送信するこ
とで、次の行動が迅速に 

落水検出器とも 
接続可能 

・文字情報の自動転送機能により、近隣国の情報等を瞬時に漁船に連絡可能。 

・本無線機は既に販売されており、広く漁船に搭載され利用されている。 


